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問１．地震当日、あなたがお住まいになっていた場所を教えてください。

県内在住者

現在と同じ住所５５．４

現在と違う住所４４．０

無回答０．６

（単位：％）

問２．地震当日、以下のようなことを感じたり、思ったりしたと発言した人がいますが、あなたはい

かがでしたか。あてはまると思うものにはすべて○（はい）を、違うと思うものにはすべて×

（いいえ）をつけてください。

はいいいえ無回答はいいいえ無回答

神戸だけではなく、日本中が壊滅したと思った１５．２７２．４１２．４１５．８６８．２１６．１
自分の家が一番ひどい状態だと思った１３．６７４．０１２．４２１．９６２．３１５.８
よその家がどういう状態だか、わからなかった７６．４１６．９６．７７２．６１７．５９．９
自分のことだけを考えていて、周りのことに目が入ら
なかった１８．９６７．９１３．２２３．３５７．５１９．２

家族を助けることで、頭がいっぱいだった４４．６４３．８１１．６４１．８３８．４１９．９
最初のゆれがおさまった時、ふと我に返った５７．８３１．３１０．９６１．３２５．０１３．７
とにかくこの場から逃げたかった２５．７６１．３１３．０４５．５３８．７１５．８

家の外に出た方が安全なのか、中にいた方が安全なの
か、わからなかった５６．５３３．９９．６４８．３３６．６１５．１

冷静に何をすればいいのか、判断できた５３．３３５．８１０．９４７．９３９．０１３．０
朝昼晩の時間の感覚がなかった２２．０６４．８１３．２２８．１５５．８１６．１

時間が経つのが遅く感じられた４３．８４４．０１２．２４７．３３７．７１５．１
眠くならなかった６１．６２８．３１０．１７３．６１５．１１１．３

食欲がなかった４５．３４２．５１２．２６４．０２３．６１２．３
食べ物の味がしなかった３１．８５３．６１４．６４４．９３８．７１６．４
痛い・寒い.重いなどの感覚がなかった２４．６６１．３１４．１４３．５４１．４１５．１

強い恐怖を感じた７０．６２１．５７．９７７．４１３．０９．６

ずつとゆれているような感覚（船酔感覚）があった４３．８４５．４１０．８４５．２３９．０１５．８

死を覚悟した１８．３６９．０１２．７２６．４５８．２１５．４

（県内在住者[n=623],ひょうご便り読者[､=292]、単位：％、無回答は除く）
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問３．震災当日、あなたは、どこにいましたか。

震災当日のこと
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問４．あなたや同居されている方の中で、震災が原因で、ケガや病気をされた方はいらっしゃいますか。

例にならって、以下の表に、あなたと同居されている方の安否を書き込んでください。

づ

震災当日のこと
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11Ｉ

問５．あなたは、地震の後、避難されましたか。避難された方は、１月１７日に最初に避難した場所へ

◎を、それ以降の場所へ○をつけてください。

震災当日のこと
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震災当日のこと
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問６．あなたは、震災当日に、誰かに助けられましたか。あてはまる人について、下の表の中から選

んで、あなたが最も助けになった人に○を、番号のところにつけてください（○はいくつでも

結構です)。

被災地外の支援者被災地内の支援者

便り読者県内在住者
1.両親１．３
２.子ども６．４

３.きょうだい２．７

４.親せき１．８
５.友人１．６

６.同学の友達
7.知り合い０．６

８.避難先の知り合い
9.配偶者6.4

10.通りすがりの人0.8

11.近所の人4.2

12.町内会・婦人会0.2
13.勤め先・会社0.6
14.職場の人０．６

県内在住者
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０．３

便り読者
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15.仕事の取引先
16.ボランティア
17．ラジオ

１８.テレビ

19.新聞・広報

20.宗教関係の団体
21.政治関係の団体
22.消防

23.警察
24.自衛隊

25.行政

26.助けは必要なかった

27.助けてくれる人がいなかった

３
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問７．震災から２～４日間、あなたは、どこにいましたか。複数の場所にいた場合は、最も長い時間
いた場所に◎、それ以外の場所には○をつけてください。

震災から２～４日間のこと

震災から２～４日間のこと

◎をつけた場所は

震災から２～４日間のこと
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◎をつけた場所を選んだ理由は（いくつでも）

反災から２～４日間のこと

問８．震災から２～４日間のあなたを、「精神的」「物質的」に援助・支援してくれた人、また、必要

な情報を提供してくれた人は誰ですか。あてはまる人について、下の表から選んで、あなたが

最も支えになった人には○を、番号のところにつけてください（○はいくつでも結構です)。

Ａ、はげましや相談相手として精神的に支えてくれた人は

被災地外の支援者被災地内の支援者

便り読者県内在住者
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資料６

合
計

１◎く由理だん遺を所場のそ

蕪
回
答

’一
そ
の
他

緬遊鋤や肌獅に会社
．訂
え
に
来
た

蘭
せ
き
・
知
人
．
会
社
が

贄豪
族
だ
け
で
は
不
安
だ
っ

｜
困
難
な
家
族
が
い
た

岡
に
避
難
す
る
に
も
交
通
ｌ｜
予
め
決
め
て
あ
っ
た

行
く
あ
て
が
な
か
っ
た

腿
に
方
法
が
な
か
っ
た

蒙
財
を
守
り
た
か
っ
た

奈
臣
を
お
そ
れ
た

な
ん
と
か
住
め
た

爾
全
に
思
え
た

合計

;|Iiw塞舂

６
０
’
９
０
－
７
０

７
・
’
９
・
－
７
・

８
０
－
５
０
’
２
０

０
０
０

１
１
１

１
５
－
４
７
－
７
６

８
．
’
７
」
０
・

３
３
－
２
５
ｉ
８

４
４
３

５
４
’
９
２
－
６
６

７
」
２
・
’
４
・

２
１
－
２
８
６

３
’
３
１

２０８

2３．７

２
４
’
６
２

５
．
’
５
・

１
５
０

２
２

３
５
－
７
５
’
６
８

５
」
８
・
’
６
・

１
７
－
４
３

１
１
２

７
８
’
５
２
’
２
９

７
．
’
５
．
’
２
．

８
９

７

８
７
－
９
２
－
９
７

０
．
－
０
二
９
・

２
３
－
１
８
５

２
１
３

６
７
’
７
２
－
９
５

４
．
－
６
」
７
・

ｌ
６
ｌ
’
一
８

１
１
２

５
７
’
６
０
－
９
２

１
●

■
■
①

１
１
３

８
０
－
６
７
－
２
２

８
２
４
Ｌ
４
。

０
７
－
５

１
１

３
６
－
９
２
．
４
４

２
．
－
１
．
．

２
３
’
Ｉ

８
３
’
５
２
－
３
７

３
」
２
・
雫
Ｉ
．

４
’
４
４

６
３
－
４
０
－
２
９

４
．
｜
２
・
’
２
。

５
》
４
７

、
５
而
圃
呵
呵

７
３
－
７

Ｉ

３
８
’
７
８
’
６
８

３
．
－
１
Ｌ
ｌ
．

３
２
５

７
１
－
６
０
－
１
２

９
二
６
・
－
３
．

１
一
Ｉ
』
１

１
『
ｌ
》
Ｉ

５
６
’
９
８

７
・
－
５
．

８
』
９

1６

5．８



Ｂ・物資やお金の提供を通して物質的に支えてくれた人は

被災地内の支援者 被災地外の支援者

県内在住者便り読者 県内在住者便り読者
1.両親

2.子ども

3.きょうだい

4.親せき

5.友人

6.同学の友達
7.知り合い

8.避難先の知り合い
9.配偶者

10.通りすがりの人

11.近所の人

12.町内会・婦人会
13.勤め先・会社
14.職場の人
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21.政治関係の団体
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23.警察
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25.行政
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Ｃわからないことや知りたいことなどの情報を提供してくれた人は

被災地外の支援者被災地内の支援者

便り読者県内在住者
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問９．（同居されているご家族がおありの方にのみ）震災から２～４日間の、家族のようすについてお

うかがいします。当時をふりかえって、以下の質問に当てはまる場合には「はい」に○を、当

てはまらない場合には「いいえ」に○をつけて下さい。

一緒にすごす時間について、

展災から２～４日間の同居家族の様子

L震lｌｉｉｌ
ｌ３Ｌ２ ''1１

疽災から２～４日間の同居家族の様子

1，１１
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家族の中でのそれぞれの役割やふるまいについて、

■災から２～４日間の同居家族の様子

浪災から２～４日間の同居家族の様子
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問１０．震災から２ヶ月頃、あなたは、どこにいましたか。複数の場所にいた場合は、

た場所に◎、それ以外の場所には○をつけてください。

最も長い期問い

震災から２ヶ月頃のこと

震災から２ヶ月頃のこと

◎をつけた場所は

臣災から２ヶ月頃のこと
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◎をつけた場所を選んだ理由は（いくつでも）

区災から２ヶ月頃のこと

問１１．震災から２ケ月頃のあなたを、「精神的」「物質的」に援助・支援してくれた人、また、必要な

情報を提供してくれた人は誰ですか。あてはまる人について、下の表から選んで、あなたが最

も支えになった人には○を、番号のところにつけてください（○は、いくつでも結構です)。

Ａ、はげましや相談相手として精神的に支えてくれた人は

被災地外の支援者被災地内の支援者
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４
８
７
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●
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●
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５
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４
９
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０
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１
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０．３
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０．７

１．０

０．３

県内在住者
０．５

０．５

１．１

２．１

１１

１０

15.仕事の取引先
16.ボランティア
17.ラジオ

１８.テレビ

19.新聞・広報
20.宗教関係の団体
21.政治関係の団体
22.消防
23.瞥察
24.自衛隊

25.行政

26.助けは必要なかった

27.助けてくれる人がいなかった

２
２
２
２
５

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０ 1．４

０．３

(単位：％）
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〈
口

計 無
回
答

そ
の
他

｜
か
ら
勧
め
ら
れ
た

親
せ
き
・
知
人
・
会
社

一
迎
え
に
来
た

親
せ
き
・
知
人
・
会
社
が

－
た

一
家
族
だ
け
で
は
不
安
だ
っ

こ
わ
か
っ
た
。

｝
子
ど
も
の
安
全
を
考
え
た

１．
－
困
難
な
家
族
が
い
た

く
（
他
に
避
難
さ
せ
る
の
が

由理
の
便
が
な
か
っ
た

だ
－
他
に
避
難
す
る
に
も
交
通

ん遇を所場のそ

―
予
め
決
め
て
あ
っ
た

行
く
あ
て
が
な
か
っ
た

一
他
に
方
法
が
な
か
っ
た

亟
家
財
を
守
り
た
か
っ
た

｜
余
臣
を
お
そ
れ
た

雪
な
ん
と
か
住
め
た

被
害
は
軽
微
だ
っ
た

安
全
に
思
え
た
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Ｂ物資やお金の提供を通して物質的に支えてくれた人は

被災地外の支援者被災地内の支援者

県内在住者便り読者便り読者県内在住者
1.両親３．２

２.子ども５．３

３.きょうだい ３．４

４.親せき２．１

５.友人１．６

６.同学の友達０．２
７.知り合い ０．６

８.避難先の知り合し０．６
９.配偶者５．１
１０.通りすがりの人

11.近所の人0.5
12.町内会・婦人会

13.勤め先・会社2.6
14.職場の人１．０

l）

2）
3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

１０）

11）

12）
１３）

14）

７．５

１０．３

１２．０

１５．１

４．８

１．０

１．４

２
９
４
３
９
５
３

●
●
●
●
●
●
●

３
１
３
４
１
０
０

４
４
８
５
１

●
●
●
●
●

２
２
４
４
２

0.7

0.7

1.0 1．７1.0

７
３
５
４

●
●
●
●

０
０
４
２

1．０

０．３ 2.6

0.3

県内在住者便り読者
15.仕事の取引先
１６ボランティア
17.ラジオ
１８.テレビ

19.新聞・広報
20.宗教関係の団体
21.政治関係の団体
22.消防

23.警察
24.自衛隊
25.行政
26.助けは必要なかった

27.助けてくれる人がいなかった

８
３
３
２

●
●
●
●

０
１
０
０

2.4

0.3

2．１

０．３

0.5

0.3

3.1

0.3

２
５
８
２

●
●
●
●

０
０
０
０

(単位：％）
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ｃわからないことや知りたいことなどの情報を提供してくれた人は

被災地外の支援者被災地内の支援者

便り読者県内在住者便り読者 県内在住者
０．６

１．０

０．６

０．６

０．６

1.両親

2.子ども

3.きょうだい

4.親せき
5.友人
6.同学の友達
7.知り合い

8.避難先の知り合ｖ
9.配偶者
10.通りすがりの人
11.近所の人

12.町内会・婦人会
13.勤め先・会社
14.職場の人

1）

2）

3）

4）

5）
6）

7）

8）

9）

10）
11）

12）
13）

14）

７
５
５
７
４

●
●
●
●
●

０
５
４
１
１

８
４
０
６
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０
●
●
●
●

０
３
１
０
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７
１
８
４
１
３
７
０
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●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
３
３
２
２
０
０
１
２

0.71.0

0.3

3.2

0.2

1．０0.5

９
６
８
０

●
●
●
●

１
０
１
１

3.4

７
７
３

●
●
●

０
０
０0．７

１．０

0.3

0.2

県内在住者便り読者
15.仕事の取引先
16.ボランティア
17.ラジオ

18.テレビ

19.新聞・広報
20.宗教関係の団体
21.政治関係の団体
22.消防
23.警察
24.自衛隊
25.行政

26.助けは必要なかった
27.助けてくれる人がいなかった

２
３
９
０
９
２

●
●
●
●
●
●

０
０
２
０
３
０
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０
７
８
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７

●
●
●
●
●

１
２
４
３
０

0.5

0.2
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0.3

0.3

(単位：％）
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問１２（同居されているご家族がおありの方のみ）震災後２ケ月のころの、家族のようすについておう

かがいします。当時をふりかえって、以下の質問に当てはまる場合には「はい」に○を、当て

はまらない場合には「いいえ」に○をつけて下さい。

一緒にすごす時間について、

lll1I
１６４

１７．９’

７２１

１１．６１

９２１

３１．５１
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と::iil
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J１１７１
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４３４

１６９．７

１４０

４７．９
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合
計

談相のみ悩のへ族家

蕪
回
答

軍
身

｜
す
る
こ
と
は
無
い

す
る
こ
と
が
あ
る

休日はいつも家族一緒

は

い

い

い

え

軍

身

＝
βＷ、

回

答

皆つかず離れずの関係

は
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い

い

＞

え

単

身

三
J０，、

回

答

－人の時間を大切にする

は

い

い

い

わ

え

単

身

無

回

答

ム
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一
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音
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家族の中でのそれぞれの役割やふるまいについて、

グ
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最も長い期間いた問１３．震災から半年後、あなたは、どこにいましたか。複数の場所にいた場合は、

場所に◎、それ以外の場所には○をつけてください。
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◎をつけた場所を選んだ理由は（いくつでも）

問１４．震災から半年頃のあなたを、「精神的」「物質的」に援助・支援してくれた人、また、必要な情

報を提供してくれた人は誰ですか。あてはまる人について、下の表から選んで、あなたが最も

支えになった人には○を、番号のところにつけてください（○はいくつでも結構です)。

Ａ、はげましや相談相手として精神的に支えてくれた人は

被災地内の支援者 被災地外の支援者

県内在住者 便り読者
３．１

６．２

５．５

３．１

４．１

１．０

２．７

１．０

５．８

県内在住者
１．６

２．９

１．３

２．１

１．３

０．２

０．５

便り読者
６．２

１９．５

１１．３

８．６

６．５

１．４

１．４

1.両親

2.子ども

3.きょうだい

4.親せき
5.友人

6.同学の友達
7.知り合い

8.避難先の知り合し
9.配偶者

10.通りすがりの人
11.近所の人

12.町内会・婦人会
13.勤め先・会社
14.職場の人

1）

2）

3）

4）

5）
6）

7）

8）

9）

10）
11）

12）
13）
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２
９
２
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０．８１．４

０．５１．４

15.仕事の取引先
16.ボランティア
17.ラジオ
18.テレビ

19.新聞・広報
20.宗教関係の団体
21.政治関係の団体
22.消防
23.警察
24.自衛隊
25.行政

26.助けは必要なかった
27.助けてくれる人がいなかった
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Ｂ物資やお金の提供を通して物質的に支えてくれた人は

被災地内の支援者 被災地外の支援者

県内在住者便り読者 県内在住者便り読者
1.両親
2.子ども

3.きょうだい

4.親せき
5.友人

6.同学の友達
7.知り合い

8.避難先の知り合い
9.配偶者

10.通りすがりの人

11.近所の人

12.町内会・婦人会
13.勤め先・会社
１４.職場の人

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）
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15.仕事の取引先
16.ボランティア
17.ラジオ

18.テレビ

19.新聞・広報
20.宗教関係の団体
21.政治関係の団体
22.消防

23.警察
24.自衛隊
25.行政

26.助けは必要なかった
27.助けてくれる人がいなかった

０．３ 0.7

０．２
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Ｃ、わからないことや知りたいことなどの，情報を提供してくれた人は

被災地外の支援者被災地内の支援者

県内在住者便り読者県内在住者
１．０

３７

０．８

０．６

１．３

便り読者
１．０

３．１

３．１

３．１

４．８

1.両親

2.子ども

3.きょうだい

4.親せき

5.友人

6.同学の友達
7.知り合い
8.避難先の知り合い
9.配偶者

10.通りすがりの人

11.近所の人

12.町内会・婦人会
13.勤め先・会社
１４.職場の人

1）

2）
3）

4）

5）

6）

7）

8）
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16.ボランティア
17.ラジオ

１８.テレビ

19.新聞・広報
20.宗教関係の団体
21.政治関係の団体
22.消防
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問１５．（同居されているご家族がおありの方のみ）震災後半年あまりの、家族のようすについておうか
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家族の中でのそれぞれの役割やふるまいについて、
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問１６．震災時、お住まいになっていた住宅はどのような被害を受けましたか。
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問１７．震災時、あなたがお住まいになっていたのは、
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問１８．震災によるあなたの家財（家具、電気器具、食器など）の被害はどれくらいだと思われますか。
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問１９．あなたの住宅では、震災後、家の解体を行いましたか。また、解体されたのはいつごろですか。
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問２０．震災によるあなたの住宅・家財等をすべて含んだ被害総額は、いくらぐらいだと思われますか。

もしくは、それは年収の何分の一にあたりますか。それぞれ選んでください。
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問２１．あなたは震災後、再建のために融資や助成を利用されましたか。
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付問：「それ以外の融資」は、総額でいくらぐらい利用しましたか。
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問２２．あなたは震災後も、震災前のお仕事を続けていらっしゃいますか。
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お仕事を変えたり辞めたりされた原付問：「続けていない」「退職した」と答えた方にお聞きします。お仕事を裂

因は何ですか。また、いつごろ、お仕事を変え（辞め）られましたか。
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問２３．震災時のあなたのお仕事を教えてください。
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６．４６．２

３．０１．４

２．１０．７

１．４

５．１０．３

５．５３．８

１２．２６．８

７．５９．２

８．５９．２

４．７３．４

８．３６．２

１１．６７．５

１．００．３

１．９２．４

０．３

５．３１４．４

１．０１．７

１．８５．５

０．６０．３

６．６１２．３

５．１８．２

（割合：％）

県内在住者

1.研究･技術職

2.保険医療従事者

3.教員

4.管理職の公務員（課長以上）

5.一般の公務員

6.会社･団体等の役員

7.会社･団体等の管理職（課長以上）

8.一般事務従事者

9.店員･外交員･その他のサービス業の従業員

10.運輸･通信の現場従業者

11.製造･建設業の労務従事者

１２.自営･商工経営者

13.弁護士･税理士などの専門職

14.自由業

15.農林漁業

16.年金･恩給生活者

17.専業主婦

18.パート主婦

19.学生

20.無職･その他

21.無回答一
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付問２：震災は、あなたがそのお仕事をなさってから、何年目の出来事でしたか

uｉｊ [1ili

問２４．あなたの仕事場は、震災によって、少なからず影響を受けましたか。

[lｉL1j蕊 鷺 ｢口議[111
付問ｌ：（１とお答えの方に）それはどのようなものでしたか。

付問Ａ：建物は、どのような被害をうけましたか。また、備品・商品の被害は、 どの程度でしたか。
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付問Ｂ：どの位、営業停止を余儀なくされましたか

付問２：（問２４で「１．影響を受けた」とお答えの方に）

建物（店舗）・備品・商品等をすべて含んだ被害総額は、い

もしくは、それは１年間の売り上げの何分の一にあたりますか。

いくらぐらいだと思われますか。

被害総額の推定は

被害総額は年商の
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問２５．売り上げは、震災前にくらべて、震災後はどうなりましたか。増えた（減った）場合、売り上

げの増減幅は震災前の何％ほどですか。

震災の翌年度末（1996年３月）ごろの売上の増減幅は

現在（1999年２－３月）の売上の増減幅は
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問２６．「震災前」と「現在」の、それぞれの時期の自分の態度についてお伺いします。Ａ～Ｔのことに

ついて、それぞれ１～３の中から当てはまるものを答えてください。

震災前

県内在住者便り読者県内在住者便り読者
､■■■●■■■■O■■●■■■ＯＢ●ロロロ■□､□■●●●●●●ＣＯＣ●巴●ＧＢ□■●■●■■■■■■●■C●●●■ﾛ●●､■■●●■●■■■■■■●□□■B､□■q●■■■●■●□■■■■●□0●■●●●●●●●●●●■●ＤＣ●●●●●●●●●■●●●●●●●●●｡●●●●､●●ＤＣ●●●●●●●●●■●●●●●●■●●■●●●●●■■■■■●■●□●●□●□●●●■｡■●●●■■■●■●●B●け●■●､●□■ＢＧ●■●■■■■､□■●､ﾛ■●■●■■●｡■■●■■■●■■■●●●■ＤＢＣ●ＢＯ●●ﾛ●●●●●■●●●●●G●●■●●●■■□C●●､●●●●●●●●●●●□■●●●●●●■｡■●■■B■●●●■●●■Ｄ００Ｄ■ＢＧ■●■B■●●□●●0口●

Ａ）えこひいきについて、

１.えこひいきは、許せない。 ６３．６６４．４６３．２５６．８

２．自分が特別あつかいされるのは、かまわない。 ２．４３．１１．６４．８

３．上のどちらとも言えない。 ３３．４３０．８３４．３３６．６
■■●■■●ﾛ●●●■■■●●●●●●●●●●●■■■■●ｃｃ●ﾛﾛ■■□■●●ＯＧ□●■●●■■■●□■●■｡■■■､●ＣＤ■■■●●｡■■■■●B●■■●■■■■■■□■■■■■■●■●■□｡■■■■■■■■□■■B■■■B■●■■■Ｂ■■■ﾛロ●●■■■■B■■■■■■■■■●ﾛ●■■■■■■■●■●B●●■■●●DDDoOUのCD■｡●●●●■●●●●●■B■■■■●□●■､■■●●●●●●●●●■■□■■■■■■■■■■■●■●■■●■G●●ＤＢ●●ＣＤ●0●●●●●●●●●●●■●●●●●●●､■■■■■□■■■■■■■■■■■■●■●■●●●●｡■●●●●●□｡■■■■■●句●■●pC■e■●●■■■●●■●g●■■B●■■●●■B■■Ｃｅ●●●

Ｂ）わたしは、

1.たとえ方便でも人にうそをつくのはいやだ。３２．７４５．２３０．５３８．７

２．必要であれば、方便としてうそも許されると思
う。４６．７３９．０４８．５４３．５

３．上のどちらとも言えない。 ２０．１１４．７２０．５１６．８
■■■●､■■■■■●■■■●■■■■■■Ｂ■■■□●●■●□■■●●ｐ●■●G■■■●■■■■■●●●■■□■●■■□■●●●●■●●■■｡●●●●●●□■●●●●●■■■■●■●●■■■●■●■●●●､●■ＧＢ･■■ロﾛ■■●■□■ﾛ■●■●□■●■■●■e●□■■B●■□■●●■■C●■■■■■■●■■■●■●●■■■■●●●●●UO■●●ＯＧ●●●●●■｡□□■■■■●□､■●■●■●●■●●●●●●●■■■■■■■B■■■■■■ＢＣ■巳●■■ぜ■●■■●eqC●■ﾛロ■□●●●■■●●●■●●●●●●●□●■●■■●■●●●■■p■ロ●●●●●●●●■■●■●●●■●●■､●□■●■■●■■●■●■■●●●■■●●●□●■■●●■■●●●■■●｡●■

Ｃ）しあわせなことが立て続けに起こると、

１.ずっとこの幸運が続いて欲しいと思う。４０．４４２．５２７．３２６．０

２．この幸運に酔ってはいけないと、心を引き締め
る。４１．４３６．３５５．２５２．４

３・上のどちらとも言えない。 1７．３１８．８１６．９１９．２
●ＤＢ●■●■●●｡●●●●ＤＢＤＤＣ●●●●●●●□■■■●､■■■●●●■□■■■■■■■■●●■■■■■■■■G●■■●●●●■●■●●■●●ロロDBD■●ﾛ●■●●●■●●ＣＧ●●●●■●●●●｡●●、●●●●●●●●●●●●●□ＣＧ■ＧＤＣ●●■■●●B●■■●●□●■■■■●●■■●●●●●●●■日●■■●Ｂ●●●●●■B■●O●●■□●●■ロロロ●●●●●､●●●●ＣＯ●●●●●■●●●■■■●■●■､U●■､●●●■■､■｡■●●●●■■□●●●●●｡●●Oﾛ●●ｑ■B■●■●●●■■■●●●□●■■■0■●■■■■■□●●B■●●●■■□■●■｡■■●■●●●●■■■●｡□●●p●ＢＳＢ●仰●ﾛ●●●●■●●■①●●●■●●■●●●巳■■■■

Ｄ）わたしは、

ｌ・いつ子どもに見られても、誇れる自分がある。４６．９４９．０４６．２４４．５

２．私の日頃の行いは、できれば子どもに見せたくな
５．３６．２５．０５．５い。

３．上のどちらとも言えない。 ４６．２４０．４４７．２４５．５
■■■●●OB●●■｡●●･■■■■Ｇ００■●■●■●●●●■●●●●●●●●●●ＣＤ●●●●●B■●●●Ｄ０Ｂ■●■□■●●●●●●■ＤＣ■BB●●●■●●●●●●●●●●■●■■●■●●ＣＧロロ､■□■■■■□■■●●■■□■□■■■p□■■■●■■■●■､□■■■●■●●｡●●■■■●□■■●●■■●■●■DDDD0■●●､□●●●■Ｃｅ■■CCD●■O■ｑＤＢＱ●●ＧＢ●●●●●●●□■B■B■■●■■●●●●■●●□●●■●●●●●●●●●Ｄ０Ｂ●ﾛ●●■■□●●■｡●p■■■■､●■□□■■■■●●■■■●●●ＢＤＯＧ■●●□､■■■●■､□■■■●●eG0B●●●●■B●B●■●●■■■GB■日●●ｃｃ●●□■Ｇ■ﾛ●●､●●巳｡●C●■●●巳●

Ｅ）わたしは、

１.この土地に暮らしていることに誇りがある。５５．２５６．８４９．６１９．９

２．できればこの士地から引っ越したいと,患ってい
る。７．５９．６１０．３３３．２

３．上のどちらとも言えない。 ３６．６３１．５３９．５４５．５
●●●●巳､●●■●□●●●●□■C●●●●●G■O●●●●ＤＢＤ●●●●●●●●●ＣＤ●●■ＤＣ●pDDDDD■●●●●O■q●□●●□■■■■●□●■G□□■■●□●●●□■､●●●●■●□O■●●B●●■●●●●●●●●C●●●●●■●●O●ﾛﾛﾛ●■■□ＤＣＢ■●●■B●ＢＳｓＳ●●●■●●■●｡●■●■●●●●●●●●■□■■ﾛＤＢ●●●●●●B■･●●●□■●■B□●B■●■■●■■●■ＤＤＧ●●●●●●●■■●●pDDDDBC●■●■●0■●q●●●■■●､●■●●C●■ﾛロ■巳■●Ｂい●■●■●●●ＤＤＤ●Ｄｑｑ■●G■■■BDOD●●●■■■■Be●●●●●■●●●■■●●●●●■●●■■●●●●●●■●●●●●●■●●●●●●●■■●●●●

Ｆ）地域で困ったことについて、話しあいがあったとき、

１．そこで決まったことは、たとえ不服でも私は守
る。６２．０５５．８６１．０５３．４

２．そこで決まったことで地域が良くなると思って
も、不便なことは守らない。 ８．２１１．６６．６８．６

３.上のどちらとも言えない。 ２９．４３１．２３１．９３６．６
■●●●●■●●■ＢＤＤＣＢ０●Ｂ●■●●●●●●C●■■●●日●●■●B●●●●BB●ＣＱ●■■●●●●●●■●●●●●●■■■■■O■■●●□■●●□●■●●■■■●ロﾛ■●■■●■□●●●OB■■B■BB■■ＤＢ●■B■■●C●■■■ﾛ●●■■●ロロ●■■■●G●●60●●C●q●ＣＱ●●●■qqC■●□●●●■■■●■■●●●●●｡■■■■■Cﾛ｡■B●■■●■DD0U●●●●●●■■■●●●●■●●●■■■■■●■■●■■■■■■■●●●●●●●●●p●●●●●●●●●□●●■■●●●■■●■●●●●●■■■■■■■●●●●●ﾛ●■■■●●O●ＤＳＢ■●■■■■■■ロロロロ■ＤＢ●■●■●●●□●■■■■B■■､●●巳■●Ｂ●■●●●●●■●Ｇ■■●

Ｇ）法律について、

１.法律はたとえ窮屈なものでも守るべきだ。５７．８６０．６５１．０５０．７

２．実情に即さない法律は守らなくても良いと思う。１３．５１３．７１８．６１９．９

３．上のどちらとも言えない。 ２８．１２４．７２９．７２８．４
●■●■■B■■●■■●■■ﾛロ●●●●■●■●●■■■ロロ■●■■■■■■●■●●●●●●■□■●●■■●●●■■■●■●■●●口■■■■●●●巴●□■色■●●■■■Ｂ■●□■●DOBOC■■●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●○CaO●ＣＯ●●●●COG●●■●●■■■■●■■●●□■●B■ﾛ●●□■■●■B■●■●■■●■●●●●●●●●●●●●■●｡●●■■､●●■■■●■●●■●■､●●■■B■■●q■●●■■●■●●■●□■q●●■●●●●■●●●□●●●●B■■■■□■■●□■DCC●■■■p●■e●●■■●■●■●□B●■■D●●B■●■●■■ﾛ■●●●●■■●●●□●●●●●●●□｡●●●●●●●●□●●●■●●●B●●､●●●●ｐ

Ｈ）わたしは、

１．自分がしてほしくないことは、他人にもしない。 ８１．２７７．７８０．３７５．０

２．他人がどういおうと、自分のしたいことが一番
だ。４．３６．８４．５７．９

３．上のどちらでもない。 １３．６１４．４１４．３１６．１
ＣＧ●●●●●●■●●●●●■■■●■●■●■●●●■●●●■■■●O■■■ＢＤＤ●●■■､●●●□■００●■□■｡□■□●□●ロ●●□●●ロ●●●■●●●●●q●□■●qeO●■●■ＤＢ●｡●0●●□｡●●●●●●●■●■●●●●●●■●●■●■●■■■■■ロロ●●●●●●■００●ﾛ●●●●B●■B■●■■■●●■●O■■DDD●ＢＢＤ●●●●□■□■□B■■BDoB■●●●●●●●●ﾛ●●●●CGO●●■●□●●●■●●ﾛ●●●●●●●●●●●●●●●●BC●●●●●●■●■■■●■●●■●ロロ■●●ロﾛ●●●ＣＤ●■●●●●■■■●●●●●●●ロﾛ●ＢＧ■●００●●●ﾛ●●００●OeO●□■●□●■BOO■００●●OB□Ce□oOo□●■●B●●●●ＤＯ

Ｉ）地域のみんなが困っていることがある時、

１．みんなが困っていることなら、みんなで考えるこ

とで解決の糸口が見えると思う。６９．７６８．２７３．７６７．５

２．みんなが困っていることでも、誰かがうまく解決

してくれると思う。１１．１１４．０６．９11.0

３．上のどちらとも言えない。 １８．５１６．８１８．６２０．５
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資料３１



震災前

県内在住者便り読者県内在住者便り読者
■■OB●●■■●●■｡■●●●●●●●●□､■■●●■■●●●●B●ＢＧＰ･■｡●B●■■●●■●B●･･●･･･0●■●■■●■■●●●●●ＧＢ●●・・・・・ｃｃ｡■・●●●●●●●B●■●■凸・・●●・■■■■・●・・・・・・・・■ＣＤ■･■■■■・・■D・ｃｃ.｡｡■■■■■.巳．・・・､。･･･････････■.■B■ﾛ■■ロロ・・・･･･■・・■･･･B、･･■･□■･巳・・・ロロロ・・｡■・・・・。ｃ・■■・・□･巳｡B･･b･■e･･■■ＤＢ･■●●●●●■□ｐＤｃ●●●●・・●、■●●、●ロ●ｅ■●●｡ｐ●・□。b□●●●●B●■□■Ｇ●■Ｂ●ロ■●●･●■●●●●●BcsG■巳●●■■●●■●●●●●●●●●■□●●■ロロ■■□●●●●０

Ｊ）欲しし､ものについて、

１．人から欲ばりと言われようとも、欲しい物は手に
入れる方だ。５．３８．９４．０５．１

２．たとえ欲しいものがあっても、他人からひんしゆ
くを買うような行いは、つつしむ方だ。７５．９６９．９７６．６７２．６

３．上のどちらでもない。 １７．８２０．２１８．５２１．２
b●■●●■●●●●●●●■●■●●■●●●●●●●●●●●●●□●●●●●■●■●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●｡●■■●●B■B●●■■■●●●■■■■●■●●■■●■●●●､■■●･■･■■･･●･●ﾛ･■･■●■●●■●■■ＣＧ■●●●a･●●･●･●■･･■････●●●●■●Ｄ０ｅＢ●●･■●●●■■●●■●●●●●●●●●●●●●｡q･巳■●■■●●●･●●｡●●●●●●●●0･■●●■■･･｡●●●●●●●●●●c●ＣＧ●００●■●●●●●■■白■●●●●●●●●■■■■●●●●●●●■●●●●●●●●●●●■●●■●●●●■ＢＢ●●■□●■□●●●□●■Ｂ■e●■●●●■●●●■Ｑ●●

Ｋ）自分の行し､の結果、

１．何かまずいことが起こったら、他人のせいにする
方だ。３．２６．２１．８３．１

２．何かまずいことが起こったら、その責任は自分で
負う方だ。６１．０５５．８６２．３５５．５

３．上のどちらとも言えない。 ３４．８３６．６３５．０３９．７
０●●｡●●●●■■●■●●6●●●●□●●●●●巳●●●ＣＤ●●●●●●●●●●■■●■●●●●●●●●●●●●ロロ■ロﾛ■■｡□■●B●■●■■B●■｡●●ロﾛ●●■■｡■●U●●｡●0｡●■●■GG●■●●●●●●。●■Ｕ●●ＣＤｏＣＧ●●■●●B●ＣｂＤＤＤ●●●●●●□●●●●●●■●●●●●●o■●●●●●●■■●●●●●■●□●｡●●□●●､｡●■B●｡｡●q･●Q■●●●●■●■B■●●●●●●｡｡B●e●●GOOﾛ■□■ﾛ■Ｂ●●■巴■■●●ＢＣＣ■■ﾛ●●●●●■●●●●●■●ＣＤ●●●●●●●●■、●●●●oqc●G■■●●●■●●●｡●●●●●●●●●●■●●●●●●●■●●●e●●●●●●●□■●●●●●Ｂａ●●｡●●●●●ﾛ●●Ｄ０

Ｌ）講演会や地域の集まりに参加したとき、

１．友だちとついおしゃべりに夢中になって、話しを
聞かないことがある。４．８６．５３．５４．５

２.話し手に耳を傾けるのが礼儀だと思う。８４．１８１．２８４．８８２．９

３．上のどちらとも言えない。 １０．１１１．３１０．８１１．６
ＢＣＤ●●●■●●■●■■●□■●●●●●ﾛ●■●●●●●■●■●■■■凸■■■■､●●●●●0●●●●●●●●●●●●●●●●●ﾛ●●●●ＣＣｃ●Ｂ０Ｂ■●●●■□●ＣｅＣＤＤ■●●●B■■■句●●●■●●■●●■●■●■●●●●●●●｡■巴●■■ＧＢ●●□●■ﾛ■●ＢＧ●■､●●●●●●●●●●●■□■■●●■●■●■●■●■U●●●●●ＣＧ■■B■B■■●●●●●■ロﾛ●●＆●●●■■●●●●ｏ０Ｂ●■●■●■●●●ｏＤ０●｡●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■■●B■●●●●●●●●●●●●ＤＣ●●●●●●■■●■●●●●●●●●●■■■●●●●●●巳●Ｂａ●●■●●■■●●●●●●●●□Ｂ■■●●●●B●■●●●､●■●●●●■●●●●●■

Ｍ）わたしは、

１.自分で決めたことは、最後まで守る方だ。５１．４５７．２５０．１５２．７

２．自分で決めたことでも、守らないことがよくあ
る。２３．１２１．９２３．１２２．６

３.上のどちらとも言えない。 ２４．６１９．５２５．８２２．６
●s■Ｓｃ■■■■●■■□0■DqD■■q●●●●●●●B■●●●●●●●●Ｕ■■■●■｡●●ロロ､■□●●■●■●●a●●■●●●●■●●■｡■■●●●●●●□●●●■●●●C●●■●■００●■B●｡■■■●■●●●■●□●●●●｡●■■CCqDq●●■■●⑪●■●■■●●ＤＣ■●●●ＣＤＧ■B●●Ｃｓ■●●■●●□■■●●■■●●p■●巳●句■B■□■■００●■●●■ﾛon■●●●■●●DDD●●●B●●■□●●●■●■●■□●●■■●■■■●■■ﾛ■■■■■■■■●●●□●■■■●■●■■■■■､､●■●■■■□●●ＤｏＤＤ●●､●●●■●□●●●ﾛODC●■■●､■●､●■●■Dqq■■､■●■■■□●Dp0●●●■■q●､●■●●■●●●●●B●●０

Ｎ）街を歩いていて不快な目にあったら、

１.イライラせずに気持ちを抑えようとする方だ。４６．４５０．３４６．４４７．９

２.はっきりと注意する方だ。１４．６１９．５１３．５１８．２

３.上のどちらとも言えない。 ３８．０２８．４３９．２３２．２
□■●●●●ｏ■■■■■●□■■｡､●●□●ＣＣＤｑＤ●□､■□●■●●●G●■●●●■□●■●●■●■●■■■●o●ＤＢ●●｡●■●●■､●●●､●■●●●●●■●●●Ｏ■■●■６｡■qB●■●●■■●■B●□■●■●●■●●●■●●●●●●ＤＢ●●■■B■■■●B●●□●●●□●■■●●●■●■●Ｇ●●｡■B●●●q■□qGg■●■■■■■■●■■■●BO●●■q■■●ロロロ●■●●●□■●■●●●□■●●●●●●■●●■●■●□●●●●●●●p●■●｡□□●●B■●■■●■●■●●●□●■●■●●●■●●●●､０，●■●●●□●●■●●■■●●●ｑ●■■●●●●●●｡●●B■●■●●●■●●●■●●●●●Ｂ●□□●●■●●●●●●●B●■●●●●●■●●

ｏ）約束は、

１．できるだけ守るようにしている。９３．４９１．８９２．５９０．１

２．うやむやにすることもある。２．９２．１３．２３．８

３．上のどちらとも言えない。 ２．９５．１３．５５．１
●■●●●●●■●■●●巴●■0●●●■■●●B■■●■●■●●●●■■●B□●●■■■●■●□廿c■●●●●■巳■●●●●●■■■●●●●■●｡c●Ｂ●■●●●●●●●●●●B●■■■●■●●■■●●●●●●●●●●●＄●■p■｡●■■●■●●□●■●●■■CO●●●●■●●已已●■●ﾛ■●●●■●●●B●●■●●●●■●●●●■●●■□S■●□●｡●●●●●U●●●B●B■■■●■●▲■■●■■0●■■●■●●●●●Ｂｅ０Ｄｃ０□●●●■●B●■s●●●■■■■■■■ﾛ■c■ＢＢ０ｅＣＧ■■■■BB●■C■●■●●□0●●■●■●●●□●●００●●●■■B■■■■■●●●●□■■●●■■□●日■●ﾛ■■■■●●●□●■■■■■●■●●●●●●●■●●●■■

Ｐ）わたしは、

１.用事があっても、近所の人には、自分から話しか
けたりはしない方だ。１１．４１５．８８．７９．９

２．用事があれば、近所の人にも、自分からきっかけ
を作って話しかける方だ。６７．７６５．４７０．９７０．９

３.上のどちらとも言えない。 ２０．１１７．８１９．６１８．２
■､●●●●■■■■□■B●●■０６●■●■、●●□●■ＤＤ０●□●ＢＤＤ●■･■･■･■･･･････・･･･p■o■■QOD日･■■■■■■■■■■□b■･･･｡･･ロﾛ■･･･□｡■･巳････■■■･■｡■■■■■■■■e,.n0b.■｡..BBB..､ﾛ｡､巳.........Ｂ､....ＢＧ.ﾛ..．............｡..､..□....､､巳..........．....B,.....0.........□...□......B,....､６.ﾛ.巳.､....□□..B,............｡........｡...0.．□.Ｑﾛﾛﾛﾛ.........□....................□０．０．.□....､.......

Ｑ）他人の権利について、

ｌ・他人の権利よりも、まず自分の権利が大切だ。５．０７．５４．２６．２

２．他人の権利を侵さないように気をかける方だ。７４．５７４．３７５．１７５．７

３.上のどちらとも言えない。 １９．７１７．１１９．９１７．１
０●●｡■■■■■■●●●●｡□●●●■■●●■●●ﾛ■●q､■■･●･･■■････■｡｡■□■■ﾛ■■■■･■｡o･･CSU･･■■･■■■□･･････Deep･■日｡･･q･････■･･■･■･･□■･■..■..□巳.｡､.....ﾛ...ＣＢＯ....⑪□｡...□..Bの0......0日..□q､ＣＧ.......｡.｡...605.......s....．．....．...．．....□..□ロロ.e､ｃｃ...G,□.....................B,.....①...□.......□.....､.｡....⑪0...BBB.....｡.□.........B,.....｡U,□の.....､...､巳.....｡......

Ｒ）苦労について、

１.苦労は、将来役に立つ試練と考える。５７．８５７．２５５．１５５．１

２.苦労は、なるだけ避けて通る。１５．１１７．１１５．４１８．５

３．上のどちらとも言えない。 ２６．３２３．３２８．７２４０
●●■●ＤＤｅ●●●●●●●■■●ＤＣ□●■●●ｏ●●●●●■■■■●●■●●ﾛ･●･････B･･････■■･･0｡。■□･■■■････■Ｑ・・・･■・・□･■･■■・・■・・・■･･c･･■･･日･･･６■ＣＱ.･･..■..．.．．......．．．..p,.....。......．....．....．............................................．0.........．ﾛ.．....､ＣＤ.....ＧＢＳＣ.．．．..､0...ＢＢＢ............□ＣＯＣ.｡...．．．.．..□.G,..B､....□Ｂ､.□..B,.巳.｡.．．．．．□．..□....．.．□．．.．.｡..........

ｓ）自分の欲求について、

１.自分の欲求には忠実であるべきだ。9.014.4６．３８．６

２.自分の欲求をかなえるときも、バランス感覚が大
６４．０切だ。７２．９７５．４７０．９

３.上のどちらとも言えない。 １７．２１０．５１７．３１９．２
●●●●●ら゛●①｡■■ﾛ゛■o■G●●■■■●●●●●■ロロロ●●■■■o●●ＤＣ●■･■･■■････､｡■･･U･･･････■･･■･･･ﾛ･･･■■･■･口･････････■･･■･■･･■････｡...............0........G.●.､.△....c,...e､...e,..................､０．．．．．．.□.□......□....､..．．．．.e､.....□...．．．．．｡........ＢＢＢ......B,.....．．⑪..G,...............□....｡...............B､......．..............B､.0.............ﾛ...□□..

Ｔ）身のまわりのことには、

1．無頓着な方だ。１６．１１５．１１５．７１５．４

２．ある程度気を使う方だ。７５．３７８．８７４．５７７．４

３．上のどちらとも言えない。 ７．９４．８９．０５８
●●●■●●●●■■●●●ﾛ■●●ｅＤＤ●●●●●●､■●■●●●■p■■●●●●●●､･･･､D･ロ｡､■･ロ｡､･･■･･･■■■■■■･■□･･■･･････････････■■･･■･･■･■･･B・・□■□ロロ□ﾛ■■･･･■･･■･■■■■■■...｡..■.□■.■.■■........□......9..,ｓ.DC.｡..｡..□........､....................､......e,.B,Q,□..............................□..､､ロﾛ..□..................｡....□.......B,............､､巳.c,...........B,....□.0.□...

（単位：％、無回答は除く）

資料３２



問２７．あなたは震災に関して、何かしらのお見舞金・保険金を受け取ったり、税金等の優遇措置を受

けましたか。当てはまるものがありましたら、そのすべてに○をつけてください。

■災当日のこと

蔭

付問：（お見舞金をもらった人に対して）お見舞金をもらった相手はどなたですか。該当する方にす

べて○をつけてください。

■災当日のこと

問２８．あなたの年齢と性別を教えてください。

資料３３
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１
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り
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４
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５
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1１

1．２
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３０．１

7８
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Ｉ
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6．５



問２９．現在のあなたのご職業を教えてください。

県内在住者便り読者

５．８３．１

２．７０．７

１．８０．７

０．５

５．００．３

５．１２．４

１０．３４．１

５．６６．５

６．４７．９

４．５１．７

６．７６．２

１０．６４．８

１．００．３

１．９１．０

０．３

９．０１９．５

１．６４．１

２．６１．７

０．３

１８．０３３．６

０．３１．４

（割合：％）

1.研究･技術職

2.保険医療従事者

3.教員

4.管理職の公務員（課長以上）

5.一般の公務員

6.会社･団体等の役員

7.会社･団体等の管理職（課長以上）

8.一般事務従事者

9.店員･外交員･その他のサービス業の従業員

10.運輸･通信の現場従業者

11.製造･建設業の労務従事者

12.自営･商工経営者

13.弁護士･税理士などの専門職

14.自由業

15.農林漁業

16.年金･恩給生活者

17.専業主婦

18.パート主婦

19.学生

20.無職･その他

２１.無回答

付問：同居している方で、他に収入を得ているご家族がいらっしゃいますか。

資料３４
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問３０．現在、あなたがお住まいになっているのは、どのような所ですか｡また、そのお住まいの構造

はどうですか。

至り

主’回

了TｌｌＩ
－ｍ扇

４０１

BIq

問３１．現在（1993年３月）の住宅には、どのような経緯で住まわれましたか。あてはまるものを選び、

○をつけてください。

付問１：（移転・移住された方へ）移転・移住されたのはいつのことですか。

資料３５
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付問２：そこに移転・移住されたのは、永住のつもりですか、一時的のつもりですか。

ＢⅢ

付問３：（修理・補修された方へ）修理・補修されたのは、いつのことですか。

問３２．１すまいについて一番真剣に考え、情報を必要とした時期はいつですか。

－０１トョ
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問３２２すまいについて「こうしよう」と、実際の方針を決めたのはいつですか。

問３３．あなたはこれからもこの場所で、ずっと暮らしていきたいと思いますか。

付問：あなたは、どこに移転したいと思われますか。１つ選んでください。

資料３７
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それぞれの質問で、問３４．あなたのまちでの、震災後の復興状況や身近な問題についてお聞きします。

あなたの印象にあてはまるもの１つに○をつけてください。

Ａ：あなたの周りの住宅の数の状況はいかがですか

Ｂ：あなたの周りの商店街・市場・量販店の状況はいかがですか

周りの商店街・市場・量販店の状況
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周りの住宅の数の状況
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Ｄ：あなたの周りの道路の交通量はいかがですか
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Ｅ：あまたのまちの復旧・復興状況について

Ｆ：あなたの地域の夜の明るさは震災以前と比べてどうですか。

豆旧・復興状所
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更Ｕ面

Ｇ：あなたご自身やご家族、地域の方々のなかで、震災により職を失われた方がおられますか。

Ｈ：１年後（2000年）のあなたを想像してください。あなたは、今よりも生活がよくなってし、今よりも生活がよくなっていると患

いますか、どうですか。
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問３５．あなたは、現在（平成１１年２～３月）のこの１ヶ月間に、つぎにあげた心やからだの状態を、

どのくらい感じ、思い、体験しましたか。以下のそれぞれの質問を読み、あてはまる番号に

○をつけてください。

ひょうご便り読者県内在住者

ｌ賎rii;HilJ;Ljl鱗|識誠||澱ri否iL:i≦jl鱗|灘靴
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1．気持ちが落ち着
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3．気分が沈む
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（県内在住者[､=623],ひょうご便り読者[n=292]、単位：９'６，無回答は除く）
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問３６．あなたは、現在（平成１１年３月）の生活の状態を、震災前の生活の状態と比べるとどうなり

ますか。以下のそれぞれの質問を読み、あてはまる番号に○をつけてください。

ひょうご便り読者具内在住者
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県内在住者[､=623],ひょうご便り読者[n=292]、上段：人数、下段：％、無回答は除く）
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問３７．あなたは、現在（平成１１年３月)、つぎにあげたことがらについて、どの程度満足されていま

すか。それぞれの質問を読み、あてはまる番号に○をつけてください。

合計ｉ瀧|雛|鞭|耒喬|奈篶｜合計:総|鶉重|戦|耒鶉|耒篝
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1．あなたは、毎日
のくらしに、ど

の程度満足して
いますか

2．あなたは、ご自
分の健康に、ど
の程度満足して
いますか

3．あなたは、今の
人間関係に、ど
の程度満足して
いますか
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１１．０
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：
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２６．０

620：
：

lOOi

３０
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●

28.8
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2911
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4．あなたは、ご家

庭の家計の状態
に、どの程度満
足していますか

5．あなたは、ご自
分の家庭生活に

どの程度満足し

ていますか

6．あなたは、ご自

分の仕事に、ど
の程度満足して
いますか
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県内在住者[､=623],ひょうご便り読者(､=292]、’二段：人数、下段：９６、無回答は除く）
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問３８．今回の震災を通して、以下のようなことを感じたり、思ったりしたと発言した人がいますが、

あなたはいかがですか。あてはまるも|こはすべて○を、違うと思うものにはすべて×をつけて

ください。

無回答

１４．７

１１．３

９．２

いいえ

２７．７

２５．３

１２．７

はいいいえ無回答

普段は隠れていた人間の本性が、あらわになった５６．２３２．６１１．２

非常事態では、人間は無力になることがわかった６３．６２８．９７．５

普段の生活が、いかにモロいものかわかった。７７．７１３．５８．８

人間関係のつながりの弱い人は、非常時には見殺しに
なることがわかった３４．８５２．３１２．８

日ごろつちかってきた人間関係しか、緊急時には役に
立たないことがわかった３２．６５４．６１２．８

障害者は多くの人に守られていることがわかった３８．０４４．８１７．２

人のいやな面を見せつけられた５３．５33.113.5

マスコミは信用できないことがわかった３７．４４７．５１５．１

行政が、冷たいことがわかった６０．２２９．１１０．８

援助面で、大企業の組織力のすごさを感じた46.738.215.1

人の情にふれることができた８３．０８．７８．３

地震で新たな縁ができた４２．１４３．８１４．１

日ごろから行っていることだけしか、緊急時にはでき
ないことがわかった４６．７３７．９１５．４

人間は、精神的に強いことがわかった６６．８２１．７１１．６

今思えば、なかなか得がたい体験だった８１．９１１．７６．４

はい
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７８．１
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(県内在住者[､=623],ひょうご便り読者[､=292]、
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(※１）

統計的仮説検定

実験や調査を行って集められた資料に基づいて、何が主張できるかを合理的に判断するた

めの手法の１つ。検定したい仮説をたててそれが科学的に採用できるかどうかを判断する。

右菩'畦検定ともいう。

(※２）

有意性検定（関連語：統計的有意・有意水準）

統計的仮説検定の手順において、調査結果が統計的に意味を持つかどうかを判断する検定

のこと。「統計的に意味がある（統計的に有意である)」とは、例えば、Ａ,Ｂの製品の嗜好テ

ストの評価差があまりに大きくて、両製品が同品質なのに、たまたまそのような結果が現

れたとは、統計的にはとても考えられないという時に使用する。Ａ,Ｂの製品が同品質と仮定

したときに、その下でテスト結果（Ａ,Ｂの製品の評価差）が出る確率を計算し、その確率が

小さければ「統計的に意味がある（統計的に有意である)」と判断する。この時の確率を有

意水準といい、ｐ<０１（100回に１回未満の確率で起こりうる、１％水準)、ｐ<０５（100回に

５回未満の確率で起こりうる、５％水準）などを用いることが多い。一般的に、５％水準未満

のものを「統計的に有意である」という。

(※３）

カイ自乗検定（カイニ乗検定）

統計的仮説検定の手法のうち、カイニ乗分布（あるものの集合において、特定の変数の値

がどのようになっているかの総体的様相の代表的一種）を用いる検定法の総称。度数同士

を比較する検定に用いられる。

(※４）

クラスター分析

この分析は、全対象者をいくつかの量的または質的データを用いてグループに分割し、似

たもの同士がなるべく同じグループに含まれるように、また異なるグループはなるべく離

れるようにする分析手法。

(※５）

コレスポンデンス分析

この分析は、さまざまな要因成分を縦軸と横軸の中にポジショニング図として表す分析手

法である。関連の強いカテゴリーは近くに、弱いカテゴリーは遠くにプロット（布置）さ

れるので、データの傾向を視覚的・直感的に把握できるのが特徴である。また、軸の意味

をプロットされたカテゴリーのウェイト値によって解釈することも可能である。

１



(※６）

因子分析

観測された多数の量的データを、比較的少数の共通な「因子」（観測することのできない特

定の属'性を示す仮説的な概念）で説明しようとするときに用いられる、統計的モデル。

(※７）

主因子法

因子分析における直交解を与える方法の一つで、相関行列から直接求められる因子解とし

て、最も重要なもの。

(※８）

バリマックス回転

因子分析において、単純構造を求めるための直交回転解の１つで、最もよく利用されてい

るもの。単純構造の指標としてバリマックス基準をとり、これを最大化するように因子軸

の直行回転をおこなって解を求める。

(※ｇ）

主成分分析

多数の指標を、少数の合成指標で表そうとする分析手法。ｆ＝Ｘｗという乗積モデルを基に
している。

(※１０）

スピアマンの順位相関係数

対応するｎ個の２変数のいくつかの値がある１１頂位を持って与えられた時、その'1頂位の差を

用いて２変数間の連関の度合いを表す係数のひとつ。

(※１１）

相関係数

２変数に関する狽ｌ定値の組が与えられている場合、それら測定値間の相互関連の程度を定

量的に示す指標。

(※１２）

ｔ検定

統計的仮説検定の手順のうち、ｔ分布を用いる検定法の総称。２つの平均の相違が、母集団

においても相違として認められるかどうかを調べる検定。

２



(※１３）

箱ヒゲ図

データの分布の様相を視覚的にとらえやすく表すために工夫された図。分布は箱と上下の

ヒゲとで表されている。箱の横線がその分布の中央値を示し、上下に出たヒゲの端は最大

値、最小値などを表す。

(※１４）

標準偏差（ＳＤ）

度数分布におけるデータの広がりの程度、いわゆるバラツキを表す値の１つ。データの平

均値を求めた後、個々の値と平均との差を求め、その差を二乗して足す。その値をデータ

個数ｎ－１でわり算しその平方根を求めたもの。

(※１５）

分散分析

3つ以上の平均値の相違を検討しようとするときに用いられる検定方法。ｔ検定では２変数

間の相違しか検討できないのに対し、分散分析は２つ以上の変数間の相違を、全体的にま

た同時にさらに変数を組み合わせて検討する方法である。

Ｐ

統計用語については、以下の文献を参考にした。

参考文献

飽戸弘「社会調査ハンドブック」日本経済新聞社、１９８７

新井喜美夫編「マーケティング用語辞典」東洋経済新報社、１９８６

朝野煕彦「入門多変量解析の実際」講談社サイエンテイフイク、１９９６

後藤秀夫「市場調査ケーススタディ」みき書房、１９９６

猪股清二「統計学ハンドブック」聖文社、１９９０

岩淵千明「あなたもできるデータの処理と解析」福村出版、１９９７

小川一夫監修「改訂新版社会心理学用語辞典」北大路書房、１９９５

芝祐順．渡部洋・石塚智一編「統計用語辞典」新曜社、１９８４
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